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平成29年度メンバー

①こども課　　　   岩元真理

②学校教育課　　石丸博美

③生涯学習課　　山脇智希

④健康対策課         石川奈美

⑤市民保険課         高橋　聖

⑥福祉事務所　　山中康弘

⑦高齢者介護課　名倉海子

⑧商工水産課　　中屋健一郎

⑨環境対策課        廣田祐有樹

⑩人権課　　　　吉田沙栄

⑪企画財政課　　嶋内裕子

⑫移住相談員　　小泉穂乃佳

⑬地域おこし協力隊　入水香瑠

⑭保護者代表　　　　　　　　　　

⑮保護者代表　　　　　　　　　　

⑯工科大学　上江洲わかな

⑰工科大学　北代継之助

⑱工科大学　戸梶大地

⑲工科大学　山村果南

事務局地域支援課　近藤　誠

　　　地域支援課　本田知花

アドバイザー

　　工科大学　都築五明先生　　

「
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ファシリテーター  

　高知学園短期大学　坂本ひとみ先生　

第 1 回目　7 月 20 日　13:30 ～ 16:00

本庁 3 階　第 4 会議室

第２回目     9 月 6 日　13:30 ～ 15:30

本庁 3 階　第 4 会議室

第３回目 10 月 4 日　14:30 ～ 17:30

本庁 3 階　第 4 会議室

資料５2018.1.17■人生支援計画策定委員会資料５2018.1.17■人生支援計画策定委員会資料５2018.1.17■人生支援計画策定委員会

会議内容

　１．香南市の人口ビジョンについて

　　　　　　企画財政課　浜田補佐　 10 分

　２．  これまでの取り組み内容について

　　　　　　地域支援課　近藤　　　 10 分

　３． ワークショップ

　　　　　　5 人 4 班体制

　　　　　　・アイスブレイク　　         10 分

                            ・ワークショップ　　　   120 分　

⑯工科大学　　上江洲わかな ⑱工科大学　　戸梶大地 ⑰工科大学　　北代継之助 ⑲工科大学　　　山村果南

⑭保護者代表　 　⑮保護者代表　 ⑫地域支援課　小泉穗乃佳 ⑬地域支援課　　入水香瑠

①こども課　　   岩元真理 ②学校教育課　石丸博美

③生涯学習課　山脇智希

④健康対策課     石川奈美

⑤市民保険課         高橋　聖⑥福祉事務所　山中康弘

⑦高齢者介護課　名倉海子

　⑧商工水産課　中屋健一郎 ⑨環境対策課     廣田祐有樹

⑩人権課　　　吉田沙栄

⑪企画財政課　　嶋内裕子

地域支援課　本田知花

地域支援課　岡林栄一地域支援課　近藤　誠  フリー

地域支援課　岩田由子

会議内容

　１．ワークショップ　　　　　　　　120 分

　２．  市庁議メンバーへプレゼン　 　     50 分

　３．  市長総括　　　　　　　　　　  10 分

会議内容

　1． ワークショップ
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1 班

⑯工科大学　　上江洲わかな

⑭保護者代表　山﨑和佳子

①こども課　　   岩元真理

④健康対策課     石川奈美

地域支援課　本田知花

「コー娘」

子どもの教育をメインに

■子どもの喜ぶ姿を見て保護者が移住を考えるきっか

けにする。

「夏休み自由研究パックツアー」

・夏休み期間に実施

・先生方の協力が必要

・いくつかのコースを選べる

・自由研究となる活動を体験する

　★関係課　学校教育課

【学校教育課】

学校の教職員の協力については夏休み中、研修（県教委

主催等含む）や会が集中している。休暇も取りづらいこと

から、今年度から香南市では学校閉庁日（8/9～15）を設

けている状況がある。

【生涯学習課】

夏休み期間中で学校外で取り組むべきはずの自由研究

に先生方の協力を必要するのは違和感があります。   

短期学校体験キャンプ１

関係課からの意見

■香南市の生活をリアルに体験し我がまちの良さを知る

「保育所、幼稚園、小学校にも通える」

・滞在は１週間程度

・お試し住宅を野市に作る

・家具、家電付き（有償）

・実際の生活を体験してもらう

　★こども課、学校教育課、地域支援課

【生涯学習課】

NPO法人こうなんスポーツクラブに事業委託をしていま

すが、ALT関連の委託事業は、現在ありません。海の駅ク

ラブへのALTの方との体験委託事業は行っておらず、現

在は、小中学校を対象としてマリンスポーツ体験を委託

しています。           

【学校教育課】

地元の小中学校での受け入れは可能です。

【こども課】

【利用できる事業】現在3ヶ所の保育所で開設している

「預かり保育」で体験する。

【対象年齢】事業としては1歳以上の未就園児であるが、

対象は３歳以上からが体験として適していると思われ

る。

①こどもの人数に対しての保育士の確保が難しい、また

　年間を通していつ体験を利用するか把握できないた

　め、初年度は既存の事業で対応する.

②利用にあたっての手続きは事業利用者と同じようにす

　る。（申請、面接、予約をとる。利用料の負担（2,300円/

　日）、利用日数限度は3日/週などの条件も同じ。

短期香南 life まるごと体験パック２

関係課からの意見
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■香南市の生活をリアルに体験し我がまちの良さを知る

「海外文化のコミュニティを知る異文化の理解による知

性向上」

・外国人向け住居（市が保証人）

・”集まる場”（カフェ経営等）を作る

・ALTの教員をきっかけに人探し

・子どもだけでなく大人にもメリットがあるような場作り

★地域支援課、生涯学習課？学校教育課？（切り口次第）

【学校教育課】

現在ALTは5人で内３人は業務委託である。市で雇用し

ている２人についても複数校で兼務。知り合いの外国人

への声がけ等はできると思うが、行事等へのかかわりは

校務なのかボランティアか等をきちんと説明する必要が

ある。

【生涯学習課】

ねらい　社会教育による英語推進活動により、移住の付

加価値を高める。

①図書館との連携･･･読み聞かせで毎週どこかの館で英

　語紙芝居・手遊びの実施。    

　小学校・中学生・高校生が読み手となることにより、　

　リーダ育成も併せて図る。  

②保幼小中PTA連携･･･英語を通じた学習を、上級生が

　下級生に教えるなどして底上げを図る。    

③公民館事業･･･ALT教員による、学習機会の拡充（英語

　料理教室、野外活動他）

香南市を英語村に！３

関係課からの意見

長期
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2 班

⑱工科大学　　戸梶大地

　⑮保護者代表　

②学校教育課　石丸博美

③生涯学習課　山脇智希

　⑧商工水産課　中屋健一郎

地域支援課　近藤　誠  フリー

「チームこたつ」

子育て支援を目玉に

香南の学割

■市外から香南市へ通勤されている方も、

病後児の子どもを預けられるようにする。

→市内企業は子育て環境が良いことが人材確保の

ＰＲになる。

→市外から働きに来ている人は、香南市で住みたい

となるのでは？

■県内で進学できる学校を全て集めて、ヤ・シィパー

クや三宝山等で、「高知で進学フェスティバル」を開

催する。学校案内の他、学生によるＰＲや体験などを

とおして、県内進学のきっかけにする。

高知で進学して、高知で就職できる業種を知っても

らう。

■母親の人材バンク

総合子育て支援センターは、保育や幼稚園に子ども

を預けていない親子の「交流の場」として多く方がこ

れから利用をされることと思います。その中で、母親

が子育てしながら仕事ができる情報をマネジメント

する機能もつくってみてはどうか？母親の社会との接

点をつなぐことで、社会との孤立を防ぐ。

そのための施策として、

●マネジメントする人は地域おこし協力隊を雇う。

●紹介した仕事の時間中のみ子どもを預かる。

●仕事の内容は､在宅や子連れで出来る仕事。また

は、短時間子どもの預かりができれば、仕事の幅も広

がる。

例えば、すぐに出来る市役所での仕事

　・各支所や本庁での広報オリコミ作業。

　・オリコミ文章の印刷作業。

　・各種通知文章の封入作業。

　・各課での各種資料の印刷作業。

　・会議のテープおこし

　

■県内29校へ進学した学生、もしくは県内就職した学生

へ、東部自動車学校での免許の助成を行う。また、県外

へ進学し県内で正社員として就職かつ市内へ住所をお

く学生には、引っ越し費用を助成。

高知県立農業大学校

高知県立林業学校

高知理容美容専門学校

高知文化服装専門学校

ＲＫＣ調理製菓専門学校

高知ペットビジネス専門学校

高知外語ビジネス専門学校

国際デザイン・ビューティカレッジ

高知情報ビジネス＆フード専門学校

高知開成専門学校

Ｔｉａｃ土佐情報経理専門学校

高知医療学院

高知福祉専門学校

四国医療工学専門学校

高知病院附属看護学校

土佐リハビリテーションカレッジ

平成福祉専門学校

近森病院附属看護学校

高知県医師会看護専門学校

龍馬看護ふくし専門学校

高知リハビリテーション学院

高知県立幡多看護専門学校

四万十看護学院

高知職業能力開発短期大学校

(ポリテクカレッジ)

高知大学

高知県立大学

高知工科大学

高知短期大学

高知学園短期大学　

高知で進学校フェスティバル

専門学校23校 大学短大６校

短期

短期

短期

短期

平均約260人×30,000=7,800,000円

Ｈ31 年開設予定の

総合子育て支援センターの充実へ１ ２

３

高知大学農学部

工科大学

ポリテクカレッジ

試しに3校で
イベントをスタート
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給食費を無料にする

保育園・幼稚園の第 2子無料化

保育園・幼稚園の第３子無料化

■就学援助制度により認定された小中の児童生徒は、全額無料

となるが、同じ世帯の幼稚園児は免除されない。「市町村民税が

非課税であること」を条件に免除制度があったら。

H29.9現在で21人が該当する。

21人×190日×250円＝997,500円で約100万円

■保育所幼稚園へ同時入所の第2子保育料を半額から無料とする。

　※国…同時入所の第2子は半額。

H29.6　対象者184人　事業費　約3,000万

■県制度で対象外となっている第3子（3～5歳）を無料とする。

　※国…保育所幼稚園へ同時入所の第３子は保育料を無料

　※県…18歳未満の子どもを3人以上扶養しており、第3子以降で、

　　　　かつ2歳児までの子どもの保育料を無料

H29.6　対象者149人　事業費　約2,300万

■若い世代の定住のために、給食費の無料化を考えてはどうか？

子育て世代の負担を軽減。

一月の給食費。

幼稚園1食の給食代　250円×21日=5,250円

小学校　　　　　　  270円×21日=5,670円　

中学校　　　　　　 300円×21日=6,300円

年間の給食は約190日。

幼稚園29.9園児数   776人×190日×250円=36,860,000円

小学校29.9児童数1,761人×190日×270円=90,339,300円

中学校29.9児童数   831人×190日×300円=47,367,000円

（参考）

生活保護費、就学援助費、特別支援教育で約1,300万がH28決算

では支出されている。　　

174,566,300円

長期

長期

短期

短期

長期 短期

４

５

６
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親も子どもも喜ぶ取り組み

■香南市に実際にあるお店を元に、赤岡商店街で　　

　とっさ子タウンの香南版を開催する。

・子どもたちが運営する町の中で起業もでき、税金も払

うような仕組みになっており、子ども達が楽しく社会の

しくみを学ぶことができる。

・地域のお店にも参加協力をしてもらうことで、子どもと

地域が繋がり、地域愛が育まれる。

・働いた分の仮想コインで買い物ができる為、働くこと

の面白さを知ることができる。

・赤岡商店街で行うことで商店街の活性化にも繋がる。

・季節毎に年に４回程度開催する。

（例）「とさっ子タウン」

　　規模：４００人

　　５０種類の仕事

　　期間：２日間

予算：１４０万

協賛金：40～50万

助成金など：５０万

人件費：ボランティア

参加費：１人1,000円×400人＝40万

＊とさっ子タウンでは、こどもの町を自分の地

域でもやりたい！という人向けに「こどもの町」

の運営、立ち上げなどに関する講師・講演会

出張を行っている。

　（講師費：１～３万円程度）

短期～香南市版リアル

「こうなんっこタウン」計画～１

3 班

⑰工科大学　　北代継之助

⑫地域支援課　小泉穗乃佳

⑥福祉事務所　山中康弘

⑨環境対策課     廣田祐有樹

⑩人権課　　　吉田沙栄

「チームベビーパウダー」
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■旬の食材など、通常300円の給食を週に１回500円の給食

　にグレードUPし、差額は市が負担する。

・給食で出せるメニューの幅が増える。

・今ある給食の質を向上できる。

・毎日食べる給食なので、週１回グレードUP給食があるとい

うのは、親も嬉しいし、

子どももいつもの給食より豪華なものが食べられる。

・赤岡商店街で行うことで商店街の活性化にも繋がる。

・季節毎に年に４回程度開催する。

短期～週１回給食を

　　グレードUPする～２

■香南市にある山・海・畑などに関する職業をまるごと体験で

　きるインターンシップ

・県外の人を呼び込め、インターンシップ移住も期待できる。

・猟師・酒蔵・醤油屋・工業関係・商店などは(学校の授業で

は)職場体験を受入れている。

・現在、工業関係のみインターンシップに対する補助金があ

る。(進み具合によっては補助金の幅を拡げることも…)

短期～香南まるごと

インターンシップ～学生案３

ー７ー



～移住者の　起業支援と　子育て～

（３つの柱でガッチリサポート）

■移住者にアンケート調査し、情報

現在市はホームページでの発信や移住促進フェア

（東京・大阪など首都圏）に年４回ほど行ってＰＲし

ている。

↓

（提案）◇明日の会の中で、さらに提案してもらう

　

◇（嶋内）高知市は転入者にアンケートをとっている

らしく、ホームページを見ると、まとめられて50ペー

ジ程の冊子がアップされていた。

香南市も、移住者の要望や意見を聞くためにも、長

い転入手続きの待ち時間のあいだに、アンケートを

書いてもらうようにすればどうか。

移住者への発信方法見直し。１
■夢を叶える支援

課題として（移住者がやりがいをもって働ける環境が

必要）

現状）｢香南市は空き店舗対策事業費補助金｣と｢香

南市空き家改修事業費等補助金｣があるが、空き家

を改装して、住居兼店舗（カフェなど）にするには適

用されないので市単独補助事業で、そういった「古民

家カフェ」や「おうちパン屋」みたいなものをしたいと

思っている人のニーズに答える。

②空き家を活用した企業応援２

「いっちきちーもんちきちー」4 班

⑲工科大学　　　山村果南

⑬地域支援課　　入水香瑠

⑤市民保険課         高橋　聖

⑦高齢者介護課　名倉海子

⑪企画財政課　　嶋内裕子
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■0歳児保育の充実（保育士の移住促進など）

（現状）香南市は待機児童こそいないが、0才児児童の年度途中の入所

に関しては対応が難しく、１人の空きに対して、８～10人応募がある状

態。（具体的に何人不足しているかは把握できない：こども課確認）

また、全国の保育士の求人倍率は3倍、東京都などでは5倍と、大変厳し

い状況である。

飛び抜けた特典があれば来てもらえる可能性が増えるはず。

◇地域おこし協力隊の（保育士版）をつくる！

※特典：選べる住居付き

・（市の構える無料住居、空きアパートなど）←できるだけ生活に便利な

場所を提供する

・（３年以上住むともらえる中古住宅←空き家を活用する）

◇保育士奨学金をつくる（市単独補助金）

特典：香南市内の保育関係施設で５年以上働くと免除される

◇公園を増やす

（就学前児童が親子で遊べる・全天候型対応・知育、体力増進ともに図

れる　例：阿蘇ファームランドの健康チャレンジ館のようなもの・場所：

香南市外から人が集まりやすい、道の駅の駐車場（やすらぎ市）一部に

設置すれば）短時間の期間限定でしか人を呼べなかった所が1日､親子

で食べて遊べる過ごせる施設に変身する！

また、年少の子は親が活動的で、親子で一緒に遊ぶことが、基礎体力の

向上に繋がるとのデータ結果が高知大の研究ででていた。←出前出張

講座第2回講義より）

※海側に箱物を建てるのは難しそうだから、ゲルとかテントとか、移動

式で定期的に各所を回れるような施設を想定しています。

子育て世代の移住者や

　　　市民の為の提案として３

そこで、

阿蘇ファームランドの健康チャレンジ館

ー９ー
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